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(54)【発明の名称】 洗浄消毒システム及び医療用具

(57)【要約】
【課題】内視鏡の設置性に影響を与えない洗浄消毒シス
テムを提供する。
【解決手段】データ記憶手段、第１の通信手段、および
第１の電気的接続手段を有しこの第１の電気的接続手段
を介して通信可能な医療用具と、第１の電気的接続手段
に対して防水的に着脱自在に装着され、かつ第１の電気
的接続手段と接続される第２の電気的接続手段を有し、
この第２の電気的接続手段を介して医療用具との間で通
信を行なうと共に外部に対して非接触で通信を行なう第
２の通信手段を有する通信機能付き防水手段と、第２の
通信手段と非接触で通信を行なう第３の通信手段を有す
ると共に医療用具を洗浄・消毒する洗浄消毒装置と、洗
浄消毒装置に設けられ、データ記憶手段の保持するデー
タを第１の通信手段、第２の通信手段および第３の通信
手段により取得した結果に基いてこの洗浄消毒装置を制
御する制御手段とを備えている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  データ記憶手段、第１の通信手段、およ
び第１の電気的接続手段を有しこの第１の電気的接続手
段を介して通信可能な医療用具と、
前記第１の電気的接続手段に対して防水的に着脱自在に
装着され、かつ前記第１の電気的接続手段と接続される
第２の電気的接続手段を有し、この第２の電気的接続手
段を介して前記医療用具との間で通信を行なうと共に外
部に対して非接触で通信を行なう第２の通信手段を有す
る通信機能付き防水手段と、
前記第２の通信手段と非接触で通信を行なう第３の通信
手段を有すると共に前記医療用具を洗浄・消毒する洗浄
消毒装置と、
前記洗浄消毒装置に設けられ、前記データ記憶手段の保
持するデータを前記第１の通信手段、前記第２の通信手
段および前記第３の通信手段により取得した結果に基い
てこの洗浄消毒装置を制御する制御手段と、
を備えたことを特徴とする洗浄消毒システム。
【請求項２】  前記通信機能付き防水手段は、前記第１
の電気的接続手段に対して接続されたことを検知する接
続検知手段を更に有し、
この接続検知手段の検知結果に基いて前記医療用具およ
び前記洗浄消毒装置と通信を開始することを特徴とする
請求項１記載の洗浄消毒システム。
【請求項３】  外部と通信を行なう通信手段と、
外部と電気的に接続が可能な接続部と、
前記接続部に対して流体の進入を防ぐ防水キャップが装
着されていることを検知する検知手段と、
を具備し、
前記検知手段が前記防水キャップの装着を検知すること
により洗浄を可能とする通信を行なうことを特徴とする
医療用具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は洗浄消毒システム及
び医療用具に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】概して内視鏡洗浄消毒システムには、内
視鏡の洗浄消毒を効率的に行う為に、自動運転プログラ
ムが搭載されている。これらのプログラムは、あらかじ
め規定された処理工程を自動的に実行する幾つかのプロ
グラムと、ユーザが処理工程を手動で設定できるプログ
ラムがある。
【０００３】前記した内視鏡洗浄消毒システムは殆どの
内視鏡を確実に洗浄・消毒できるように処理工程のプロ
グラムが設定されているが、スコープの種類によって
は、かなり余裕を持った洗浄・消毒を実施している場合
もある。また、洗浄・消毒対象の内視鏡がいつ、どのよ
うな処理がされたかをユーザが記録、管理する必要性も
生じてきている。
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【０００４】そこで特開昭６３－２６０５２３号公報
は、内視鏡本体に内視鏡の型名、製造番号情報などを記
憶したメモリ手段を設け、また内視鏡洗滌消毒システム
に読み取り手段を設ける事により、内視鏡洗滌消毒シス
テムが内視鏡情報を認識する構成を開示している。
【０００５】また、特開平８－２４２２０号公報は、防
水キャップを経由して洗滌データの送受信を行う手段を
開示している。
【０００６】また、従来、内視鏡の洗滌消毒時におい
て、作業者は内視鏡の電気接点部分を保護するための防
水キャップの取付作業を確実に行なうために、取り付け
てあることを目視で何度も確認した上で洗滌消毒工程を
始めていた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記し
た従来の内視鏡洗浄消毒システムでは、データの送受信
経路はケーブルを用いた有線式にて行っており、データ
送受信用ケーブルや内視鏡洗滌消毒システムへの接続位
置の制約によって内視鏡の設置に制約があり、正規では
ない位置に内視鏡を設置した場合には、内視鏡の破損や
洗滌消毒機能への影響を考慮する必要があった。
【０００８】また、内視鏡を洗滌消毒する際に、防水キ
ャップを忘れた場合、内視鏡の電気接点、回路などが浸
水して内視鏡を故障させてしまい、予定していた内視鏡
検査ができなくなったり、高額な修理費がかかったりし
ていた。
【０００９】本発明はこのような課題に着目してなされ
たものであり、その目的とするところは、内視鏡の設置
性に影響を与えない洗浄消毒システムを提供することに
ある。
【００１０】また、本発明の他の目的は防止キャップの
付け忘れを防止することにより、内視鏡の電気接点およ
び回路の浸水を防ぐことができる医療用具を提供するこ
とにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
めに、第１の発明に係る洗浄消毒システムは、データ記
憶手段、第１の通信手段、および第１の電気的接続手段
を有しこの第１の電気的接続手段を介して通信可能な医
療用具と、前記第１の電気的接続手段に対して防水的に
着脱自在に装着され、かつ前記第１の電気的接続手段と
接続される第２の電気的接続手段を有し、この第２の電
気的接続手段を介して前記医療用具との間で通信を行な
うと共に外部に対して非接触で通信を行なう第２の通信
手段を有する通信機能付き防水手段と、前記第２の通信
手段と非接触で通信を行なう第３の通信手段を有すると
共に前記医療用具を洗浄・消毒する洗浄消毒装置と、前
記洗浄消毒装置に設けられ、前記データ記憶手段の保持
するデータを前記第１の通信手段、前記第２の通信手段
および前記第３の通信手段により取得した結果に基いて
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この洗浄消毒装置を制御する制御手段とを備えている。
【００１２】また、第２の発明は、第１の発明に係る洗
浄消毒システムにおいて、前記通信機能付き防水手段
は、前記第１の電気的接続手段に対して接続されたこと
を検知する接続検知手段を更に有し、この接続検知手段
の検知結果に基いて前記医療用具および前記洗浄消毒装
置と通信を開始する。
【００１３】また、第３の発明は、外部と通信を行なう
通信手段と、外部と電気的に接続が可能な接続部と、前
記接続部に対して流体の進入を防ぐ防水キャップが装着
されていることを検知する検知手段とを具備し、前記検
知手段が前記防水キャップの装着を検知することにより
洗浄を可能とする通信を行なう。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施形態を詳細に説明する。
【００１５】（第１実施形態）図１は、本発明の内視鏡
洗滌消毒システムが適用される内視鏡洗滌消毒装置１の
外観を示す図である。内視鏡洗滌消毒装置１には、医療
用具としての内視鏡を洗滌消毒する為の洗滌槽２と、処
理工程時の薬液等の飛散を防止する為のトップカバー３
と、処理工程のプログラム等を設定する為のコントロー
ルパネル４と、洗滌消毒時に使用する洗滌液・消毒液が
収納される薬液・洗剤収納部５が設けられている。また
前記洗滌槽２内には、赤外線通信の為の通信窓６が設け
られている。
【００１６】図２は、内視鏡７と防水キャップ（防水手
段）９の外観を示す図である。
【００１７】内視鏡本体には、画像等のデータ送受信の
為に電気接点部８が設けられており、洗滌消毒時には、
液体・気体の浸入を防止する為に防水キャップ９を取り
付ける。防水キャップ９には、赤外線通信の為の送受信
窓１０と、バッテリーの交換用窓１１が設けられてい
る。通常内視鏡を使用する場合は、内視鏡本体を光源装
置（図示なし）に接続すると共に、電気接点部８にスコ
ープケーブル（図示なし）を接続してビデオプロセッサ
（図示なし）に接続する。
【００１８】図３は、内視鏡７の内部回路の概略構成を
示すブロック図である。この内部回路は主として、供給
された電圧を回路レベルに安定化させる為の電源安定部
２４と、供給された電源レベルを監視してリセット信号
を制御する電源監視部２７と、内視鏡の製造番号、型
名、使用来歴、洗滌消毒来歴、修理来歴等のデータを記
録するデータ記憶手段としてのメモリ部２３と、信号の
送受信及びメモリ部２３の制御を行う制御部２０とから
なる。第１の電気的接続手段としての電気接点部には、
電源ピン２５、ＧＮＤピン２６及び信号の送受信ピン２
１，２２が設けられている。さらに防水キャップ９との
赤外線データ通信を行う為の赤外線通信制御部（第１の
通信手段）を備えている。
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【００１９】図４は、内視鏡洗滌消毒装置１の内部回路
の概略構成を示すブロック図である。この内部回路は主
として、供給された電圧を回路レベルに安定化させる為
の電源安定部３０と、供給された電源レベルを監視して
リセット信号を制御する電源監視部３１と、装置を制御
する為のプログラムや、工程来歴、異常来歴等の動作デ
ータを記録する為のメモリ部３３と、コントロールパネ
ル４の表示及びＳＷ入力を制御する為のパネル制御部３
４と、ポンプ・電磁弁等の電気機器を動作させ、洗滌消
毒を行う駆動部３５と、温度センサ、水位センサ、トッ
プカバー位置センサ等のセンサ入力値を監視するセンサ
制御部３６と、外部に接続されたコンピュータ（図示せ
ず）と洗滌消毒来歴等のデータ通信を行う為の通信制御
部３７と、前記防水キャップとの赤外線データ通信を行
う為の赤外線通信制御部（第３の通信手段）３８と、そ
れらの制御を行う制御部（制御手段）３２とからなる。
【００２０】図５は、赤外線通信制御部３８の概略構成
を示すブロック図である。この回路は、制御部３２から
／へのデータ入出力及び制御信号をコントロールする為
のコントローラ４１と、送信信号を変調する為の変調回
路４２と、データを赤外線に変換して発信する為の赤外
発光素子４３と、赤外線データを受信して電気信号に変
換する為の赤外受光素子４５と、変換された電気信号を
復調する為の復調回路４４とからなる。
【００２１】図６は、防水キャップ９の内部回路の概略
構成を示すブロック図である。この内部回路は、防水キ
ャップ９の内部回路及び内視鏡７の内部回路への電源と
なるバッテリー部５８と、バッテリー部５８から供給さ
れた電圧を回路レベルに安定化させる為の電源安定部５
７と、供給された電源レベルを監視し、リセット信号を
制御する電源監視部５６と、装置を制御する為のプログ
ラムや、内視鏡７から取得したデータを記録する為のメ
モリ部５５と、内視鏡洗滌消毒装置１との赤外線データ
通信を行う為の赤外線通信制御部（第２の通信手段）５
４と、内視鏡７に取り付けられたことを検知する為の検
知部（接続検知手段）５０と、それらの制御を行う制御
部５３とからなる。
【００２２】第２の電気的接続手段としての電気接点部
には内視鏡７側と対になるように、電源ピン６０、ＧＮ
Ｄピン６１及び信号の送受信ピン５１，５２が設けられ
ている。電源ピン６０とバッテリー部５８の間には、シ
ョートによる放電防止の為のショート防止回路５９が設
けられている。
【００２３】以下に、上記した構成の動作を説明する。
内視鏡７を洗滌消毒する際に、ユーザはまず内視鏡７に
防水キャップ９を接続する。この操作により防水キャッ
プ９内の接続検知部がアクティブとなり、内視鏡７と防
水キャップ９間の電気接続が確保され、両者に防水キャ
ップ９内のバッテリーより、電源電圧が供給される。次
に内視鏡７を内視鏡洗滌消毒装置１の洗滌槽２に装着
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し、トップカバー３を閉じる。
【００２４】すると内視鏡洗滌消毒装置１内の制御部３
２はそれを検知して、赤外線通信制御部３８を介して防
水キャップ９に要求信号を送信する。要求信号は防水キ
ャップ９内の赤外線通信制御部５４を介して制御部５３
に届く。要求信号を認識した制御部５３は要求されたデ
ータを内視鏡７内の制御部２０に要求する。
【００２５】内視鏡７内の制御部２０は要求されたデー
タをメモリ部２３から読み出し、防水キャップ９内の制
御部５３に送信する。データを受信した防水キャップ９
内の制御部５３は、同データを赤外線通信制御部５４を
介して内視鏡洗滌消毒装置１の制御部３２に送る。デー
タを認識した制御部３２は、それをもとにコントロール
パネル４への表示、必要な故障検知工程の選択・動作、
最適な自動洗滌消毒工程の選択・動作等の処理を行う。
【００２６】図７は、このときのコントロールパネル４
の表示状態を示している。故障検知工程としては、漏水
検知、管路の詰まり検知、ＣＣＤの故障検知、光ファイ
バーの断裂割合検知等がある。
【００２７】この時に送受信されるデータとしては、内
視鏡の型番、形状認識情報、製造番号、前の使用日時、
前の使用環境情報、前の接続機器情報、前の操作者情
報、前の検査対象者情報、感染病への使用状況情報、前
の洗滌消毒日時、前の洗滌消毒時間、前の洗滌消毒に使
用した洗剤・消毒液名、前の洗滌消毒に使用した洗剤・
消毒液の温度、故障情報、修理来歴等が挙げられる。防
水キャップ９、内視鏡７間のデータ通信は、両者が接続
された時に行ってもよい。
【００２８】故障検知工程・洗滌消毒工程が終了する
と、工程に関わるデータは、内視鏡洗滌消毒装置１内の
メモリ部３３に記録されるとともに、先と同じ経路をた
どり、内視鏡７内のメモリ部２３にも記録される。
【００２９】また、内視鏡洗滌消毒装置１にコンピュー
タ（図示せず）が接続されている場合には、通信制御部
３７を介してデータが同様に送信される。
【００３０】また、内視鏡７に致命的な故障が発見され
た場合、もしくは何らかの理由により洗滌消毒工程が正
常に終了されなかった場合にはコントロールパネル４上
にその旨表示されるとともに、そのことがメモリ部３３
に記録される。
【００３１】洗滌消毒工程が終了した内視鏡７は洗滌槽
２から取り出され、水分を拭き取られた後に防水キャッ
プ９が外され、保管もしくは次の検査に使用される。
【００３２】ところで、内視鏡７は内部に気体・液体を
通す為の管路を持っており、洗滌消毒が必要となる。そ
の為、洗浄チューブを通して洗剤・消毒液を送り込み、
洗滌消毒を行っている。よって、内視鏡７の洗滌消毒の
際には、この洗浄チューブを正しく装着する事が必須条
件となっている。
【００３３】図８は、内視鏡７を洗滌槽２に装着する際
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の洗浄チューブ１２の外形図である。図９は、内視鏡
７、洗浄チューブ１２、内視鏡洗滌消毒装置１の三者が
接続された状態のブロック図である。洗浄チューブ１２
は両端にそれぞれ内視鏡７と洗滌槽２との接続の為の口
金１３が設けられている。この口金１３には電極１３－
１が設けられており、内視鏡７側と洗滌槽２側が導通し
ている。洗滌槽２側には洗浄チューブ１２及び内視鏡７
の導通検知回路５０が設けられている。
【００３４】このような構成において、内視鏡７を洗滌
消毒する際、まずユーザは内視鏡７に洗浄チューブ１２
を接続する。この操作により、内視鏡７と洗浄チューブ
１２間の電気接続が確保される。次に内視鏡７を内視鏡
洗滌消毒装置１の洗滌槽２に配置してトップカバー３を
閉じる。
【００３５】この操作により、内視鏡洗滌消毒装置１と
洗浄チューブ１２間の電気接続が確保され、同時に内視
鏡洗滌消毒装置１と内視鏡７間の電気接続が確保され、
装置１内の導通検知回路５０がアクティブとなる。
【００３６】導通検知回路５０がアクティブとならない
場合、内視鏡洗滌消毒装置１内の制御部３２はコントロ
ールパネル４への表示、ブザー等により、ユーザに対す
る告知を行う。
【００３７】図１０は電気的な導通の代わりにＲＦＩＤ
（Radio Frequency Identification高周波自動認識シス
テム＝トランスポンダ）を使用した例である。この例で
は、洗浄チューブ１２内にブーストコイル５１を設ける
事により、非接触にて接続を検知できる。その為、耐久
性の向上が期待できる。
【００３８】上記した第１実施形態によれば、内視鏡に
データ記憶手段、防水キャップに内視鏡との通信手段、
内視鏡洗滌消毒装置との赤外線通信手段、バッテリー、
内視鏡への接続検知手段、内視鏡洗滌消毒装置に赤外線
通信手段を設けるようにしたので、ケーブルを用いずに
内視鏡と内視鏡洗滌消毒装置間でのデータ通信を行なう
ことが可能になる。
【００３９】また、本実施形態では、内視鏡を洗滌消毒
する際には、電気接点の保護の為、防水キャップを取り
付ける。このように、防水キャップ内にデータ送受信手
段を設けている為、内視鏡に防水キャップをつけて、内
視鏡洗滌消毒装置にセットするだけで良く、その為通信
ケーブルを内視鏡洗滌消毒装置に接続する手間が無く、
またセットの際に通信ケーブルが邪魔になることがな
い。
【００４０】（付記）
１．医療用具の洗滌・消毒（滅菌）システムにおいて、
医療用具を洗滌・消毒（滅菌）する為の洗滌消毒装置
と、通信手段及びデータ記憶手段を有する医療用具と、
前記医療用具の電気的接続部を液体・気体の進入等から
保護する為の防水手段とからなり、前記洗滌消毒装置に
通信手段及びデータ記憶手段を設け、前記防水手段に洗
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滌消毒装置と通信する手段及び前記医療用具と通信する
手段とを設けたことを特徴とする医療用具の洗滌消毒シ
ステム。
【００４１】２．前記医療用具は内視鏡であることを特
徴とする１．に記載の洗滌消毒システム。
【００４２】３．前記防水手段は防水キャップ構造から
なることを特徴とする１．または２．に記載の洗滌消毒
システム。
【００４３】４．前記洗滌・消毒装置と防水キャップの
通信手段は赤外線からなる３．に記載の洗滌消毒システ
ム。
【００４４】５．前記防水手段内部の電源生成手段はバ
ッテリー構造であることを特徴とする１．または２．に
記載の洗滌消毒システム。
【００４５】６．前記防水手段は前記医療用具に接続さ
れたことを検知する検知手段をもつことを特徴とする
１．または２．に記載の洗滌消毒システム。
【００４６】（第２実施形態）まず、図１１に示すよう
に、内視鏡１０１を洗滌消毒するにあたって、ＥＬコネ
クター部１０３に防水キャップ１０２を取り付けて、Ｅ
Ｌコネクター部１０３が浸水しないようにする。
【００４７】図１２は、内視鏡１０１を洗滌消毒するた
めの洗滌消毒装置１０４の外観斜視図である。防水キャ
ップ１０２を取り付けた内視鏡１０１を洗滌槽１０６に
セットして、トップカバー１０７を閉めて、コントロー
ルパネル１０８のスタートスイッチを押して洗滌工程を
始める。この時、洗滌消毒装置１０４は、洗滌槽１０６
内にある通信窓１０５を通して内視鏡１０１と通信を行
い、交信が成立した時に、初めて洗滌消毒工程を始め
る。内視鏡１０１のピンホールを検査する漏水検知工程
などの、洗滌槽１０６に水やその他の液体を入れる工程
の前には必ずこの確認通信を行う。
【００４８】もし、交信が成立しなかった場合は、洗滌
消毒装置１０４のコントロールパネル１０８にある表示
器に通信エラーを示す表示を出すとともに、洗滌消毒装
置１０４の持つブザーにより警告音を発し、作業者に防
水キャップの装着確認を促す。
【００４９】図１３は、通信回路の一実施形態を示した
ものである。洗滌消毒装置１０４側は、発振部２００、
変調部２０１、復調部２０２、コントローラ２０３とを
備え、コントローラ２０３は本体制御回路２０４と通信
可能である。
【００５０】また、内視鏡１０１側は、安定化回路２０
５、復調回路２０６、変調回路２０７、変換器２０８、
主制御部２０９、メモリ２１０とを備え、内視鏡１０１
には防水キャップ１０２が取り付けられる。
【００５１】防水キャップ１０２側の回路構成を単純に
することで、いろいろな内視鏡１０１に対しての防水キ
ャップ１０２の汎用性を高めている。
【００５２】上記した第２実施形態によれば、内視鏡と*
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*洗滌消毒装置それぞれに遠隔通信する機能を持たせ、内
視鏡側の遠隔通信回路は、防水キャップを取り付けてあ
る時のみ作動するようにしている。すなわち、洗滌消毒
工程開始前に防水キャップ装着確認のための通信を行っ
てＯＫの時のみ工程を開始するようにしたので防水キャ
ップの付け忘れを防止することができ、これによって内
視鏡の電気接点および回路の浸水を防ぐことができる。
【００５３】（付記）
１．外部機器との遠隔通信手段を有する内視鏡におい
て、その通信回路の一部を防水キャップに持たせ、防水
キャップを取り付けたときに初めて遠隔通信が可能とな
り、洗滌消毒装置にセットし、洗滌消毒を開始する直前
に洗滌消毒装置と内視鏡とが交信して、防水キャップの
装着を確認することを特徴とする洗滌消毒システム。
【００５４】
【発明の効果】本発明によれば、防水手段内にデータ送
受信手段を設けているため、内視鏡を防水手段に装着し
て内視鏡洗滌消毒装置にセットするだけでよく、そのた
め通信ケーブルを洗滌消毒装置に接続する手間が不要と
なり、またセットの際に通信ケーブルが邪魔になること
がない。
【００５５】また、本発明によれば、内視鏡を洗滌消毒
する際における防水キャップの付け忘れを防止でき、こ
れによって、内視鏡作業者は安心して内視鏡を洗滌消毒
装置にかけることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係る内視鏡洗滌消毒装
置の外観を示す図である。
【図２】内視鏡と防水キャップの外観を示す図である。
【図３】内視鏡の内部回路の概略構成を示すブロック図
である。
【図４】内視鏡洗滌消毒装の置内部回路の概略構成を示
すブロック図である。
【図５】赤外線通信制御部３８の概略構成を示すブロッ
ク図である。
【図６】防水キャップの内部回路の概略構成を示すブロ
ック図である。
【図７】内視鏡を洗滌消毒しているときのコントロール
パネル４の表示状態を示す図である。
【図８】内視鏡７を洗滌槽２に装着する際の洗浄チュー
ブの外形図である。
【図９】内視鏡７、洗浄チューブ１２、内視鏡洗滌消毒
装置１の三者が接続された状態のブロック図である。
【図１０】電気的な導通の代わりにＲＦＩＤを使用した
例を示す図である。
【図１１】内視鏡のＥＬコネクター部１０３に防水キャ
ップ１０２を取り付けるようすを示す図である。
【図１２】内視鏡１０１を洗滌消毒するための洗滌消毒
装置１０４の外観斜視図である。
【図１３】通信回路の一実施形態を示す図である。
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【符号の説明】
１  内視鏡洗滌消毒装置
２  洗滌槽
３  トップカバー
４  コントロールパネル
５  薬液・洗剤収納部
６  送受信部 *
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*７  内視鏡本体
８  電気接点部
９  防水キャップ
１０  送受信窓
１１  交換用窓
１２  洗浄チューブ
１３  電極

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
【図７】



(7) 特開２００２－２７２６８２

【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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